
平成２０年（２００８年）２月 

４ 

やしお市議会だより 

５ 

一般質問から 

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の

仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
機

関
か
ら
現
在
の
状
況
や
こ
れ
か

ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
で
す
。 

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て 

Ｑ
　
い
じ
め
の
定
義
変
更
後
の
本

　
　
市
の
い
じ
め
及
び
ネ
ッ
ト
い
じ

め
の
状
況
と
、
い
じ
め
撲
滅
に
向
け

て
の
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。 

 

Ａ
　
本
市
の
い
じ
め
の
状
況
で
ご

　
　
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
１８
年
度
は

小
学
校
１２
件
、
中
学
校
１０
件
、
今
年

度
は
８
月
末
に
お
い
て
小
学
校
５
件
、

中
学
校
８
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
状
況
は
、
平
成
１８

年
度
は
２
件
の
調
査
報
告
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
に
よ
る
誹
謗

中
傷
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

八
潮
市
「
い
じ
め
撲
滅
３
原
則
」
を

踏
ま
え
、
各
学
校
に
お
け
る
教
育
相

談
の
一
層
の
充
実
、
相
談
窓
口
で
の

よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
を
進
め
、

さ
ら
に
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
・

関
係
機
関
と
の
一
層
の
連
携
を
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
つ
き
ま
し
て
は
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
利
用
や
ト
ラ

ブ
ル
の
予
防
と
対
処
に
つ
い
て
、
ネ

ッ
ト
安
心
教
室
等
を
開
催
し
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
を
含
め
て
指
導
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

宇
田
川
　
幸
夫 

財
政
健
全
化
法
と
来
年
度
予
算
編
成
方

針
に
つ
い
て 

Ｑ
　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

　
　
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
略

財
政
健
全
化
法
）
で
は
、
平
成
１９
年

度
決
算
か
ら
４
つ
の
指
標
の
公
表
、

２０
年
度
決
算
か
ら
財
政
健
全
化
計
画

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
来
年
度

予
算
編
成
方
針
、
特
に
配
慮
し
た
点

に
つ
い
て
伺
う
。 

 

Ａ
　
各
部
局
に
示
し
た
方
針
で
は
、

　
　
財
政
健
全
化
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
た
め
①
行
政
評
価
の
結
果
及
び

実
施
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
予
算
要

求
対
象
と
す
る
。
②
第
３
次
八
潮
市

行
政
改
革
大
綱
・
行
政
改
革
集
中
プ

ラ
ン
に
よ
る
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

全
事
務
事
業
の
総
点
検
、
聖
域
な
き

徹
底
的
な
見
直
し
と
改
革
の
断
行
を

示
し
た
。 

　
特
に
過
去
三
ヵ
年
平
均
の
実
質
公

債
費
比
率
が
県
内
で
最
も
高
い
率
と

な
っ
て
い
る
た
め
①
八
潮
市
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
後
年
度
負
担
を
考
慮
し
、
で
き

る
だ
け
市
債
残
高
を
抑
制
。
②
特
別

会
計
に
お
い
て
は
一
般
会
計
か
ら
の

安
易
な
繰
出
金
に
依
存
し
な
い
よ
う

留
意
す
る
。
③
経
営
健
全
化
計
画
を

策
定
し
て
い
る
特
別
会
計
は
、
同
計

画
を
踏
ま
え
経
営
の
健
全
化
に
努
め

る
こ
と
に
配
慮
し
た
。 

矢
澤
　
江
美
子 

教
職
員
の
勤
務
状
況
に
つ
い
て 

Ｑ
　
今
後
、
学
習
指
導
要
領
が
改

　
　
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
主
要
教
科

を
中
心
に
授
業
時
間
数
の
増
加
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
対
応
（
授

業
時
間
確
保
の
方
法
）
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
は
。 

 

Ａ
　
今
回
の
改
訂
で
は
小
学
校
１
、

　
　
２
年
生
で
は
週
あ
た
り
２
時
間
、

小
学
校
３
年
か
ら
中
学
校
３
年
生
で

は
週
あ
た
り
１
時
間
増
加
し
ま
す
。

授
業
時
間
数
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
放
課
後
の
活
動
や
、
教
員
と
子

ど
も
達
と
が
向
き
合
う
時
間
や
事
務

処
理
の
時
間
が
減
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
教
育
委
員
会
と
し

て
は
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
効
果

的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
教
育
課
程

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
効
果
的
な

時
間
割
の
作
成
や
効
果
的
・
効
率
的

な
指
導
の
た
め
の
諸
方
策
を
検
討
し
、

準
備
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。 

朝
田
　
和
宏 

市
民
課
の
申
請
記
載
台
に
つ
い
て 

Ｑ
　
高
齢
者
の
方
々
へ
の
配
慮
を

　
　
含
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
、
市
民
課
の
申
請
の
記
載
台

を
着
席
し
て
使
用
で
き
る
も
の
を
追

加
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

お
伺
い
し
ま
す
。 

 

Ａ
　
市
民
課
で
は
、
１
日
の
来
客

　
　
数
が
平
均
２
０
０
人
程
あ
り
、

多
い
時
に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
日

も
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
方
々
へ
の
配
慮
か
ら
、

現
在
の
記
載
台
の
他
に
着
席
式
の
記

載
台
を
追
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
、
レ
イ

ア
ウ
ト
等
の
制
限
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
、
設
置
に
向
け
て
十
分
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

戸
川
　
須
美
子 

保
育
行
政
の
充
実
に
つ
い
て 

Ｑ
　
市
内
に
子
育
て
世
代
の
入
居

　
　
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
、

今
年
度
市
内
に
駅
前
保
育
所
設
置
、

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
認
可
化
に
よ
る

定
員
増
加
で
も
間
に
合
わ
な
い
状
態

で
す
。
０
、
１
、
２
歳
児
の
入
所
児

童
数
枠
は
限
界
に
き
て
い
る
よ
う
で

す
が
最
も
入
所
希
望
の
多
い
保
育
年

齢
で
す
。
対
策
は
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
か
。 

 

Ａ
　
十
一
月
末
で
９５
人
の
待
機
児

　
　
童
が
お
り
、
特
に
０
、
１
、
２

歳
児
の
待
機
が
多
い
こ
と
か
ら
、
現

施
設
の
中
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

た
ら
入
所
者
数
を
増
や
し
、
待
機
児

童
数
を
減
ら
せ
る
か
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な

対
応
で
は
、
現
在
の
需
要
に
十
分
対

応
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
定
員
増
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
今
後
、
認
定
こ
ど
も
園

や
家
庭
保
育
室
そ
し
て
民
間
保
育
所

の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
関
係
課
等

と
協
議
の
上
、
待
機
児
童
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

池
谷
　
和
代 

商
業
振
興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

Ｑ
　
市
内
各
所
で
地
域
の
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た
商
店
・

商
店
街
の
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
、

中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
適
用
に
つ

い
て
と
、
県
で
策
定
し
た
「
大
型
店
、

チ
ェ
ー
ン
店
の
地
域
商
業
貢
献
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
へ
の
対
応
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

 

Ａ
　
こ
の
２０
年
で
１３
商
店
会
２
３

　
　
８
店
か
ら
８
商
店
会
１
１
２
店

と
半
減
し
て
い
る
商
業
者
の
主
な
課

題
は
、
売
上
げ
の
低
迷
と
後
継
者
問

題
で
す
が
、
身
近
な
商
店
街
の
活
性

化
を
多
く
の
市
民
が
望
ん
で
い
る
と

い
う
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、
中
心
市

街
地
活
性
化
法
に
つ
い
て
は
、
八
潮

市
総
合
計
画
、
産
業
経
済
振
興
基
本

計
画
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
に
基
づ
き
、

既
存
商
業
地
域
の
特
色
や
商
業
者
及

び
市
民
な
ど
の
意
向
を
勘
案
し
な
が

ら
、
埼
玉
県
、
八
潮
市
商
工
会
等
関

係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
同
法

の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
ま
す
。
ま
た
、
県
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
中
規

模
店
も
含
め
た
対
象
店
へ
の
働
き
か

け
を
検
討
し
、
市
独
自
の
条
例
に
つ

い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
効
果
を

見
据
え
た
上
で
の
検
討
課
題
と
い
た

し
ま
す
。 

森
　
伸
一 

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て 

Ｑ
　
昨
今
、
頻
発
す
る
公
務
員
不

　
　
祥
事
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
公

務
員
に
対
す
る
国
民
・
市
民
の
目
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
市
民
と
職

員
と
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
大
変

悲
し
い
こ
と
で
す
が
「
心
の
病
」
に

か
か
っ
て
し
ま
う
職
員
も
で
て
き
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
「
心
の
病
」
に
よ
る
病
気

休
暇
の
職
員
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。 

 

Ａ
　
近
年
、
「
心
の
病
」
に
か
か

　
　
っ
て
し
ま
い
、
病
気
休
暇
を
取

得
す
る
地
方
公
務
員
の
数
は
全
国
的

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、「
心
の
病
」
に
よ
り
病

気
休
暇
を
取
得
す
る
職
員
は
増
加
傾

向
に
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、「
職
員
に
関
す
る
自
己

申
告
票
」
に
よ
る
実
態
把
握
や
職
員

に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
を

通
じ
た
予
防
的
対
策
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。「
心
の
病
」
に
よ
り
病
気

休
暇
を
取
得
し
た
職
員
が
円
滑
に
職

場
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
山
　
安
司 

宮
代
橋
停
留
所
の
安
全
確
保
に
つ
い
て 

Ｑ
　
宮
代
橋
停
留
所
は
乗
降
客
が

　
　
い
る
場
合
、
バ
ス
が
反
対
車
線

に
は
み
出
し
ま
す
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
方
法
に
改
善
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
。 

 

Ａ
　
宮
代
橋
バ
ス
停
留
所
は
、
交

　
　
通
量
が
多
く
、
比
較
的
狭
い
市

道
上
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
降
り
る
お
客
様
の
為
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
ス
ペ
ー
ス
を
も
う
１
箇
所
空

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乗
る
お
客
様

と
降
り
る
お
客
様
の
両
者
の
利
便
性

や
安
全
性
が
確
保
で
き
、
ま
た
、
バ

ス
も
反
対
車
線
に
は
み
出
し
て
停
車

す
る
こ
と
は
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
バ
ス
事
業
者
と
協
議

の
上
、
速
や
か
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

修
繕
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

森
下
　
純
三 

職
員
定
数
に
つ
い
て 

Ｑ
　
八
潮
市
定
員
適
正
化
計
画
の

　
　
進
捗
状
況
及
び
同
計
画
後
の
職

員
定
数
の
管
理
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。 

 

Ａ
　
本
市
で
は
、
平
成
２２
年
度
ま

　
　
で
に
平
成
１７
年
度
の
職
員
数
の

４
・
６
％
に
あ
た
る
３２
人
の
純
減
を

図
る
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

職
員
数
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
計
画
の
進
捗
状
況
は
、
平
成
１８
年

度
の
職
員
数
は
計
画
ど
お
り
の
６
８

３
人
、
平
成
１９
年
度
の
職
員
数
は
計

画
人
数
よ
り
も
２
人
少
な
い
６
８
０

人
と
な
り
ま
し
た
。 

　
計
画
期
間
満
了
後
の
職
員
定
数
の

管
理
に
つ
い
て
は
、
行
政
需
要
の
増

加
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
が

想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
社
会
情
勢
や
国
の
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

新
た
な
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
す

る
な
ど
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 武

之
内
　
清
久 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
整
備
に
つ
い
て 

Ｑ
　
平
成
１８
年
１２
月
の
市
と
幸
之

　
　
宮
町
会
と
の
話
し
合
い
後
、
約

一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
整
備
の
内
容
に
つ
い
て
、

ま
た
、
各
年
度
の
事
業
内
容
も
お
尋

ね
し
ま
す
。 

 

Ａ
　
平
成
１８
年
９
月
、
幸
之
宮
町

　
　
会
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
等
を
伺

い
、次
の
４
点
に
つ
い
て
双
方
が
確

認
、同
年
１１
月
に
回
答
し
ま
し
た
。 

①
３
号
水
路
及
び
市
道
１
３
８
３
号

線
の
整
備
。
②
市
道
１
２
９
３
号
線

の
整
備
。
③
３
―
５
号
水
路
及
び
５

号
水
路
の
流
下
能
力
等
の
検
討
。
④

３
―
５
号
水
路
の
角
落
と
し
の
管
理
。 

ま
ず
、
平
成
１９
年
度
の
事
業
は
３
号

水
路
の
測
量
設
計
業
務
委
託
、
及
び

市
道
１
３
８
３
号
線
の
設
計
業
務
委

託
、
並
び
に
３
―
５
号
水
路
及
び
５

号
水
路
測
量
設
計
業
務
委
託
の
各
事

業
は
、
１２
月
に
入
札
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
道
路
用
地
買
収
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
交
渉
中
、
地

権
者
の
了
解
が
得
ら
れ
た
段
階
で
、

物
件
移
転
補
償
へ
と
進
み
ま
す
。
平

成
２０
年
度
は
１
３
８
３
号
線
の
用
地

に
係
る
採
納
の
お
願
い
を
行
い
、
平

成
２１
年
度
は
、
３
号
水
路
及
び
市
道

１
３
８
３
号
線
の
工
事
着
手
を
考
え

て
い
ま
す
。 

豊
田
　
　
雄 

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
に
つ
い
て 

Ｑ
　
当
市
に
お
け
る
生
活
保
護
費

　
　
の
不
正
受
給
の
実
態
及
び
防
止

対
策
、
自
立
助
長
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。 

 

Ａ
　
平
成
１７
年
度
の
不
正
受
給
は

　
　
５
件
、
金
額
は
約
３
２
９
万
円

で
、
就
労
収
入
の
無
申
告
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
１８
年
度
は
１
件
、
約
７７

万
５
千
円
で
、
生
命
保
険
の
解
約
返

戻
金
受
給
の
無
申
告
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
１９
年
度
は
１１
月
末
現
在
１
件
、

６５
万
円
で
、
就
労
収
入
の
無
申
告
に

よ
る
も
の
で
し
た
。
不
正
受
給
の
費

用
は
、
法
に
基
づ
き
徴
収
し
て
い
ま

す
。
防
止
対
策
と
し
て
、
収
入
等
の

届
出
義
務
の
周
知
、
収
入
申
告
書
の

徴
取
、
資
産
及
び
収
入
状
況
の
把
握

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
立
助

長
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
就
労
促
進

指
導
員
の
活
用
に
よ
る
能
力
等
に
応

じ
た
自
立
の
た
め
の
支
援
を
行
い
、

１８
年
度
の
実
績
で
は
、
疾
病
の
治
癒

や
子
の
就
労
等
に
よ
り
就
労
可
能
に

な
っ
た
方
な
ど
対
象
者
５２
人
中
、
就

労
者
２４
人
、
自
立
が
６
世
帯
８
人
、

扶
助
費
削
減
額
と
し
て
７
９
９
万
円

の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。 

服
部
　
清
二 


